
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２．４．１８(月) 

R４－００１号 
 

兵庫県立西脇工業高等学校 

令
和
４
年
度 

１
学
期
始
業
式 

松
陰 

和
也
教
頭
先
生 

（
ご
退
職
） 

大
西 

紀
矢
先
生 

機
械
（
ご
退
職
） 

吉
田 

道
広
先
生 

情
報･

繊
維
（
ご
退
職
） 

荒
木 

庸
介
先
生 

機
械
（
ご
退
職
） 

岡
田 

和
利
校
長
先
生 

（
伊
川
谷
北
高
校
へ
） 

山
村 

明
生
先
生 

電
気
（
多
可
高
校
（
教
頭
）
へ
） 

笹
城
戸
清
司
先
生 

機
械 

（
西
脇
北
高
校
（
教
頭
）
へ 

紀
谷 

丈
一
先
生 

工
業
化
学
（
飾
磨
工
業
高
校
へ
） 

木
谷 

忠
弘
先
生 

保
健
体
育 

（
京
都
共
栄
学
園
高
校
へ
） 

長
井 

勝
志
先
生 

電
気
（
篠
山
産
業
高
校
へ
） 

上
村 

俊
仁
先
生 

情
報･

繊
維 

（
龍
野
北
高
校
へ
） 

岡
田 

直
也
先
生 

工
業
化
学
（
姫
路
工
業
高
校
へ
） 

小
林 

郁
美
先
生 

国
語
（
三
木
高
校
へ
） 

佐
藤 

宏
俊
先
生 

数
学
（
明
石
高
校
へ
） 

寺
田 

圭
佑
先
生 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学 

（
飾
磨
工
業
高
校
へ
） 

石
田
は
る
ゑ
先
生 

英
語 

（
愛
知
県
立
安
城
東
高
校
へ
） 

近
藤 

紘
彬
先
生 

英
語
（
吉
川
高
校
へ
） 

大
塚 

就
也
先
生 

音
楽
（
宝
塚
東
高
校
へ
） 

垣
内 

 

凌
先
生 

国
語
（
三
田
西
陵
高
校
へ
） 

石
若 

大
武
先
生 

機
械 

（
佐
用
町
立
上
月
中
学
校
（
教
諭
）
へ
） 

三
浦 

優
子
さ
ん 

事
務
（
西
脇
北
高
校
へ
） 

足
立 

由
美
さ
ん 

事
務
（
三
田
西
陵
高
校
へ
） 

石
井 

英
智
さ
ん 

事
務
（
氷
上
西
高
校
へ
） 

 

離
任
式
を
４
月
15

日(

金)

に
行
い
ま
し

た
。
先
生
方
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

橋
本 

智
稔
校
長
先
生 

（
明
石
城
西
高
校
よ
り
） 

藤
原 

喜
成
教
頭
先
生 

（
小
野
工
業
高
校
よ
り
） 

畑
中 

 

弘
先
生 

数
学
（
柏
原
高
校
よ
り
） 

西
海 

照
美
先
生 

家
庭
科
（
東
播
工
業
高
校
よ
り
） 

奥
本 

直
美
先
生 

国
語
（
西
脇
高
校
よ
り
） 

鳥
井 

賢
治
先
生 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学 

（
兵
庫
工
業
高
校
よ
り
） 

國
領 

未
来
先
生 

電
気
（
神
戸
工
業
高
校
よ
り
） 

神
田 

将
志
先
生 

機
械
（
小
野
工
業
高
校
よ
り
） 

北
條 

雄
大
先
生 

機
械 

（
大
阪
府
立
茨
木
工
科
高
校
よ
り
） 

横
田
瑛
三
郎
先
生 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学 

（
神
崎
工
業
高
校
よ
り
） 

山
本 

裕
太
先
生 

電
気
（
神
戸
工
業
高
校
よ
り
） 

岩
谷 
和
紀
先
生 

英
語
（
神
崎
高
校
よ
り
） 

横
山 
正
伸
先
生 

機
械
（
小
野
工
業
高
校
よ
り
） 

劒
物 

太
一
先
生 

機
械 

（
神
戸
聴
覚
特
別
支
援
学
校
よ
り
） 

安
本 

恵
理
さ
ん 
事
務 

（
播
磨
特
別
支
援
学
校
よ
り
） 

藤
本 

里
紗
さ
ん 

事
務
（
新
採
用
） 

北
野 

孝
彦
さ
ん 

事
務
（
氷
上
高
校
よ
り
） 

４
月
８
日(

金)

、
着
任
式
を
行

い
ま
し
た
。 

本
年
度
は
17

名
着
任
さ
れ
、

代
表
で
橋
本
校
長
よ
り
、「
一
日

で
も
早
く
慣
れ
、
皆
さ
ん
の
力
に

な
れ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

４
月
８
日(

金)

に
令
和
４
年
度
始
業
式
を
行
い
ま
し

た
。 

校
長
の
話 

令
和
４
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
新
入
生

が
入
学
し
て
き
ま
す
。
不
安
と
希
望
を
持
っ
て
入
学
し

て
来
る
新
入
生
を
ど
う
か
皆
さ
ん
暖
か
く
迎
え
て
あ

げ
て
下
さ
い
。 

 

新
年
度
に
あ
た
り
「
兎
と
亀
」
の
話
を
し
ま
す
。
こ

の
話
か
ら
は
油
断
を
し
て
は
い
け
な
い
。
サ
ボ
っ
て
は

い
け
な
い
。
と
い
う
よ
う
な
教
訓
が
学
べ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
亀
の
目
標
は
兎
で
は
な
く
、
ゴ
ー
ル
で

し
た
。
亀
は
自
分
の
力
で
一
生
懸
命
に
走
っ
て
、
早
く

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
と
い
う
目
標
を
も
っ
て
走
っ
た
の

で
す
。 

皆
さ
ん
も
新
年
度
に
自
分
が
立
て
た
目
標
に
向
か

っ
て
真
面
目
に
ご
ま
か
さ
ず
努
力
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。
自
分
自
身
の
中
に
ゴ
ー
ル
・
目
標
を
設
定
し
、
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。 

 

４月８日(金)午後、入学式を挙行し、新入生

(第６２回生)１７９名が入学許可されました。 

ＰＴＡ会長よりお祝いの言葉をいただき、新

入生代表の総合技術科藤本湧惺さんが宣誓を

し、高校生としての決意を新たにしました。一

日も早く、学校に慣れ、西脇工業生として自覚

を持ち、高校生活を送ってください。 

 


